
神戸大学山岳会・総会神戸大学山岳会・総会

２００８年度を振り返って２００８年度を振り返って
２００９年度への取り組み２００９年度への取り組み

２００９年４月１１日２００９年４月１１日

神戸大学山岳会神戸大学山岳会

井上井上 達男達男



追悼

保坂 昌 会員 ２００８年１0月２0日 ご逝去

後藤 圭一 会員 ２００８年１1月２9日 ご逝去

駒澤 啓之 会員 ２００９年 ２月１８日 ご逝去

北 健一 会員 ２００９年 ２月２８日 ご逝去

– ここに謹んでご逝去を痛みお悔やみ申し上げます

– 会員のご逝去に際しては山岳会より供花させていただきます



これからのこれからのACKUACKU
2006年
会長就任にあたり、会の運営の基本方針として次の二つを掲げました。

1. パイオニア精神の継承
•台湾、パタゴニアに始まる南米遠征、そしてアラスカからヒマラヤへと発展して
いった遠征に見られる未知の探求と困難への挑戦

•そして遠征を通じて若い世代を育成

2. 新時代の登山のありかたの模索
•処女峰が登りつくされつつある今日における会としての新たなVision
•若い世代の積極的な参画による新しい活動styleの揺籃



２００８年度・新機軸取り組みの進捗２００８年度・新機軸取り組みの進捗

1. パイオニア精神の継承=未知への挑戦
• ２００８年はチベット問題に関連して崗日嗄布山群への本隊派遣を

延期
• ACKU会員への募金開始
• 神戸大学同窓会関連への募金開始(２月)

2. 新しいACKUの登山の方向性模索
• 対外発表----広く世界の登山界に活動を発信

• 岳人
• JAC  Japanese Alpine News
• JAC  山岳

• 山と人１７号
• ACKU News 34号
• acku.netの拡充



カンリガルポ遠征カンリガルポ遠征 募金計画募金計画

Â 募金目標 ¥10,000,000-
– 神戸大学山岳会 3,000,000-

現在実績 66名 ¥2,380,000-
– 同窓会 その他 2,000,000-

現在実績 77名 ¥,731,000-
– 一般企業 5,000,000-
Â 個人負担(7人 x 300,000-) ¥ 2,100,000-

Â 予算(下限) ¥9,000,000-



20082008年の活動年の活動TopicsTopics



２００８年、２００９年度２００８年、２００９年度 役員役員
2008年度 神戸大学山岳会役員 (2008年4月12日 総会にて承認されました)

会長 井上達男
副会長 西内 博（東京・対外）
副会長 居谷千春（財務）
事務局長 山田 健
山岳部 理事 乙藤洋一郎
企画(例会山行)理事 高田和三 , 川端 充
会誌 理事 河本卓生, 井上 薫
ヒュッテ担当理事 土山尚彦 ,矢崎雅彦
映像 理事 香山博司（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・映像）
遭難対策理事 小宮勇介（山岳部指導・遭難対策） 長谷川浩
東京支部理事 大竹口誠治(関東例会担当)
副事務局長理事 木南晴太
監事 田中信行
監事 金井良碩



２００８年１２月２００８年１２月 爺ケ岳東尾根合宿爺ケ岳東尾根合宿

現役OB合同で雪山訓練



２０００９年３月八ヶ岳２０００９年３月八ヶ岳

阿弥陀岳北陵

阿弥陀岳北陵岩壁第一ピッチを登る山田

←赤岳頂上にて



例会登山例会登山
２００９年３月２００９年３月 氷ノ山氷ノ山



ブン廻しブン廻し



千本杉ヒユッテ千本杉ヒユッテ

煙くない千本杉ヒユッテに
なりました。
快適な小屋に生まれ変わっ
ています。



会誌・会報会誌・会報

外部への発信で反響の多い年でした



映像・映像・Home PageHome Page



映像・映像・Home PageHome Page



Community SiteCommunity Site

会員の皆様が作るPageです



東京支部も活発です東京支部も活発です

東京支部２００９年新年会

香川会員
復活!



２００９年度２００９年度 計画計画

1. 崗日嗄布山群 KG-2 学術登山隊
2. 報告書の発行
3. 「ACKU news 35号」の発行
4. ACKU諸活動の継続と活性化

• 例会登山 現役OB合宿 登山研究 山小屋 etc.
5. 対外活動の強化

1. 「2009近畿まほろば総体」への協賛
2. 2010年３月 横断山脈研究会の有馬開催支援
3. 各種メディアへの活動の発表

• JAC   AAJ   HJ   岳人 その他

4. Home Pageの活用



20092009年崗日嗄布山群年崗日嗄布山群

合同学術登山隊計画合同学術登山隊計画

2008年11月 ＣＭＡに登山許可申請

神戸大学・中国地質大学（武漢）

合同学術登山隊実行委員長 神戸大学教授 山形裕士
神戸大学山岳部部長 神戸大学教授 乙藤洋一郎
神戸大学山岳会会長 井上達男



神戸大学山岳会は1986年、チベットとブータンとの国境近くのクーラカンリ峰の初登頂に成
功し、さらに、1988年には中国地質大学（武漢）山岳部と神戸大学山岳部との合同で、四川省
の雀児山（チェルー山）初登頂に成功しました。さらにインド、ビルマ国境に近い崗日嗄布山群
の最高峰若尼峰（ルオニイ峰）初登頂を計画し、2002年に同山群へ偵察隊を派遣し、2003年
にはチベット登山学校の生徒と拉古村民の協力を得て、若尼峰の登頂を試みましたが、長期
間の悪天のために登頂を断念しました。
この山群は長らく外国人の立ち入りが制限されていたため、この地域に存在する高峰のすべ
てが未踏峰であり、地理的にも未知の部分が多く、たいへん魅力的な地域です。その後、この
崗日嗄布山群の研究をさらにすすめると、若尼峰と同程度の高峰が他にもあることがわかりま
した。２００７年１０月から１１月には、再度目標のピークを確定するために中国地質大学（武

漢）と合同で偵察隊を派遣しました。その結果、若尼峰の北西にあるKG-2（Kangri Garpo
no.2；仮称）を登山目標のピークに定め準備を続けてきました。

そこでこのたび、神戸大学山岳部・山岳会は中国地質大学（武漢）と合同で、2009年秋にＫ
Ｇ-２の初登頂を目指す登山隊を送る計画を決定しました。

この登山計画を中国地質大学（武漢）と合同で行うことを通して、日中友好をより一層深め
ることができれば嬉しく思います。



１．隊の名称 神戸大学・中国地質大学（武漢）崗日嗄布山群合同学術登山隊
２．目的
① 崗日嗄布山群のＫＧ－２峰（６６５０ｍ；２９°12’Ｎ、Ｅ９６°41’Ｅ付近）の登頂
② 若尼峰(KG-1:Ruoni 6900m)登頂ル－トの偵察
③ 周辺の学術調査
３．期間
2009年10月上旬―11月下旬 約５０日

４．行動予定
日本－武漢－拉薩（飛行機）
拉薩－然烏－拉古（車）
拉古－ＢＣ（２９°１3′Ｎ、９６°４９′Ｅ付近）
登山活動（約４０日）
拉古－然烏－拉薩（車）
拉薩－武漢－日本（飛行機）

５．隊の構成
（日本側） 隊長 井上達男（61歳 予定） 神戸大学山岳会長

1976年 カラコルム シェルピカンリ峰(7380m)初登頂
隊員 6名（現在選考中）

（中国側） 隊長 董 范 （48歳） 中国地質大学（武漢）体育部教授
隊員 7名（現在選考中）

計画概要計画概要



阿扎氷河阿扎氷河(Ata Glacier)(Ata Glacier)三姉妹峰三姉妹峰



ＫＧ-1 若尼峰(Ruoni 6900m) 阿扎氷河(Ata Glacier)三姉妹峰の主峰

Koginから見た若尼峰




